
4 月 26 日（月）。授業の再開に先立って、人権学習を行いました。思いやりの心を持つことの

大切さ。それが感染拡大の予防につながっていくんだということ。しっかり学ぶことができたよ

うに思います。 

～51 期生の声～ 

・手洗いを徹底し、３密を避け、自分がコロナにかからないようにする。 

・外に出ない。外に出るときはマスクをつける。 

・周りを不安にさせない。怖くても表に出さない。周りにながされない。 

・感染予防をしっかりとし、感染してしまった人に安心感をあたえ、周りの人を信用する。 

・誰がなっても、その子が学校にくるときは、いつも通り優しく接する。 

・不確かな情報を流さず、信じず、治った人が戻ってきたときにあたたかく迎えてあげられる 

空気にする 

・コロナのことも、それ以外のことでも差別偏見があったら注意したり、差別偏見をされている

子がいたら、助けてあげる。自分がコロナにかからないよう気をつける。自分も差別や偏見を

しないようにする。普段通りに接する。 

・正しい情報を選別し、不安を誰かに置き換えないこと。 

・まず自分がかからないように感染対策をしたり、偏見を持たないようにする 

・かかった人も、かかりたくてかかっているわけではないから、いつも通りの対応を一人一人が

すること。 

・コロナの感染対策。コロナになった人に、その人の気持ちになって接すること。 

・一人一人がコロナについてしっかり理解すること。 

・かかりたくてかかったわけじゃないし、だれがかかってもおかしくない状況だということを 

みんなが理解し、頼れるような状況をつくる。 

・やさしい心を持つ。ほんじゃ、みんなも言いやすくなる。 

・誰がコロナになったとか、コロナじゃない？とか言わない。 

・差別や偏見をもししている人がいれば注意し、いじめのない環境をつくっていくこと。 

・コロナの偏見や暴言は、もし自分がかかった時に自分に返ってくるから、絶対言わない。 

・自分にもコロナにかかってしまう可能性もあることを意識してコロナにかかった人を   

受け入れること。 

・こんなときだからこそ、自分たちは楽しんで不安な気持ちが生まれにくくしたり、どんなこと

でも話せる安心感を作る。 

・他人との接触を少し控えるなど人通りの多いところに行かないなど３密をさける・手洗い・ 

うがい・細かいことをしていく 

 

・コロナウイルスには、誰もがかかる可能性があると常に思い、なったしまった人がもしいたら、

かえって来た時に温かく迎えてあげたいと思いました。自分がされてうれしいことを相手に 

してあげられる人になりたいです。 

・基本の手洗い・うがい。３密を避ける。咳エチケット。を心がけて、安心できるようにしたい

と思った。 

・感染対策をきちんとして、少しでも早くコロナ過を抜け出す！差別、偏見をなくすには周りに

打ちとけたり相談できる環境をつくっていきたいと思う 

・みんなで協力してコロナウイルスに立ち向かうこと 

・かかった人はみんな被害者ってことをしっかり理解しておく。 

・誰かが感染しても、その人にとやかく言う必要がないと思うから、普段通りに接してあげれば

いいと思う。 

・自分の何気ない発言を聞いた人が、どう思うのかを考えて発言する。 

・心無いことを言っている人がいたら、注意できるようになる。自分も、そんなつもりが無かっ

たけど…みたいなことを言わないように言葉には十分に注意する。コロナへの見方を変える。 

・不安なのは周りの人も、感染した人も同じだということを忘れない。感染した人を差別する理

由は全くないということを忘れない。 

・自分も感染しているかもしれないという気持ちを一人一人がもち、感染している方の気持ちを

考え、思いやり、尊重して過ごし、完治した方も温かく迎えたい。 

・コロナになった人はちゃんと完治して学校に来ていることを忘れない。 

・手洗いをして、なるべく、人の集まるところには行かない。コロナウイルスの不安を人やネッ

トで解消するのではなく、ちがう方法を見つける。 

・SNS で偏見差別は顔が見えないから怖いと思う。そういうことは絶対にしない。してる人が

いるなら直接注意する。学校に来た人全員に明るく接する。 

・噂を本気にして周りに言いふらしたりしないようにする。完治して戻ってきているから、その

話題に触れないようにする。 

・相手を思いやる気持ち、対策をちゃんとする。自分は差別などを絶対にしないという気持ちを

持って、もし差別などをしているひとがいたら自分のできることをする。 

（抜粋） 

★本当にたくさんの意見が出ました。ここではとてもではありませんが紹介しきれません。一人

ひとりが本当に真剣に考え、コロナは誰しもがかかる可能性のあるウイルスであり、まずその

予防をしっかりしなくてはならない。万が一かかってしまったとしても、そのことで誰かを責

めるなんてとんでもない。コロナ差別など絶対にあってはならないことだ。という声がたくさ

ん聞かれました。本当にしっかりと考えてくれているんだな、と胸が熱くなる思いでいっぱい

です。 


